
性の方が自宅での介護を希望する割合が高く
なっている。自宅以外では、「介護老人福祉施
設に入所したい」（男性18.3％、女性19.1％）、
「病院などの医療機関に入院したい」（男性
16.7％、女性23.1％）、「介護老人保健施設を利
用したい」（男性11.3％、女性11.2％）が多い
（図1－2－3－18）。

（3）最期を迎えたい場所は「自宅」が半数を超
える

「治る見込みがない病気になった場合、どこ
で最期を迎えたいか」についてみると、「自宅」
が54.6％で最も多く、次いで「病院などの医療
施設」が27.7％となっている（図1－2－3－19）。

（4）延命治療は行わず「自然にまかせてほし
い」が91.1％
高齢者の延命治療の希望についてみると、65
歳以上で「少しでも延命できるよう、あらゆる
医療をしてほしい」と回答した人の割合は4.7％

と少なく、一方で「延命のみを目的とした医療
は行わず、自然にまかせてほしい」と回答した
人の割合は91.1％と9割を超えた（図1－2－3
－20）。

4　高齢者の就業

（1）高齢者の就業状況
ア　60歳を過ぎても働く高齢者
高齢者の就業状況についてみると、男性の場
合、就業者の割合は、55～59歳で89.7％、60～
64歳で72.7％、65～69歳で49.0％となっており、
60歳を過ぎても、多くの高齢者が就業してい
る。また、不就業者では、60～64歳の不就業
者（27.3％）のうち3割以上の人が、65～69歳
の不就業者（51.0％）のうち2割以上の人が、
それぞれ就業を希望している。また、女性の就
業者の割合は、55～59歳で65.0％、60～64歳
で47.3％、65～69歳で29.8％となっている（図
1－2－4－1）。

図1－2－3－17 　同居している主な介護者の介護時間（要介護者等の要介護度別）

総数（平成16年）

総数（平成19年）

総数（平成22年）

総数（平成25年）
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要支援2
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9.1
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（％）
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資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成25年）
（注）「総数」には要介護度不詳を含む。
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